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核の中間貯蔵施設はいらない！下北の会 事務局長 栗橋伸夫 

当市に建設中の使用済み核燃料中間貯蔵

施設稼働に向けて今後３年間の搬入計画が

本年３月末に示されました。それによると

本年度第 2 四半期中に柏崎刈羽原発から使

用前検査用としてキャスク 1 基を搬入、翌

25 年度には２基、翌々年度には５基、いず

れも柏崎刈羽原発からとされています。こ

うしたなかで、現在は自治体、事業者間で

の安全協定締結や使用済み核燃料税制定に

腐心しています。また全県レベルでの住民説明会も青森県の主導で検討されている模様です。 

◆住民説明会や貯蔵後の搬出先を明らかにするよう求める

私たちはこの安全協定締結に先立ち、まずきめ細やかな住民説明会を事業者や市当局に求めて

います。およそ 20年前の施設建設に向けて県内各地で行われた住民説明会開催時と現在では様々

な面で大きな隔たりがあります。３・11 事故を踏まえ、原子力災害に対する住民の意識も大きく

変化しています。また、何より最長 50 年貯蔵後の搬出先として当時の説明会で提起されていた

第２再処理工場計画は経産省等を含むあらゆる国家機関のどこにもその計画すら存在しません。 

私たちは事業開始に先立ち、立地協定当事者間で締結される予定の安全協定には最低でも①保

管期限終了後の使用済み核燃料装填キャスクの搬出先を明確にすること、②国が核燃料サイクル

事業または全量再処理路線を中止した場合は施設自体の存在意義がなくなるため返上すること、

主にこの 2 点は確実に協定に盛り込むことを強く訴えています。 

◆核燃料サイクルは風前の灯。中間貯蔵は名ばかりで永久貯蔵になる

中間貯蔵の大前提である核燃料サイクル構想は今や風前の灯に過ぎず、当初の 1997 年竣工予

定から 27 年過ぎても全く事業開始は見越せません。ましてや使用済み核燃料の全量再処理など

というわが国のエネルギー政策は破綻していると言えます。こうした状況の中、ひとたび搬入が

始まれば、まさに中間貯蔵とは名ばかりの永久貯蔵すなわち最終貯蔵地となることは必至です。 

私たちは青森県やむつ市に対しても度重なる申し入れで搬出先が確定しないままの事業開始に

疑問を訴えていますが、青森県知事、むつ市長共、中間貯蔵施設への貯蔵期限と再処理事業の開

始には時間差があり、その整合性には矛盾はないとしています。先の青森県議会ではエネルギー

署名にご協力を！ 

【青森県むつ市の使用済み核燃料中間貯蔵施設の操業反対を求めます】 

ネット署名 https://chng.it/N9KCzq8Y4n 紙版署名 https://x.gd/8Rh44

投 稿 

https://chng.it/N9KCzq8Y4n
https://x.gd/8sqFs
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総合対策局長が「むつ施設からの搬出が海外再処理もありうる」と発言しました。裏返せば県当

局も搬出先に確信がないことの証です。2021 年 9 月の資源エネルギー庁の第 6 次エネルギー基

本計画（案）に対するパブリックコメントにはむつ市自体が応募し、中間貯蔵後の搬出先の明示

を求めた経緯があります。 

 

◆能登半島地震の孤立状態は下北半島でも同様。活断層評価も過小 
 

さらに能登半島地震を踏まえた教訓です。原発周辺で往来や

物資の移動ができない孤立状態が 10 日間も続くなど避難計画

以前の問題が発生しています。下北半島もまさにこうした地域

と同様です。過日の共同通信社の調査でも原子力施設付近の道

路寸断の恐れがある全国 109市町村に下北半島の６市町村がリ

ストアップされています。また、活断層の評価についてもしか

りです、能登半島地震では海底活断層の評価の甘さが大きな問

題となりました。下北半島も同様です。先月中旬に建設途上の

大間原発では F14 断層の再評価に着手したものの、リサイクル事業、東通原発とも活断層評価は

専門家の意見を無視した形で進められたままです。 

 

◆自衛隊の軍事施設と隣り合わせの下北半島。大型弾薬庫が全国に先駆けて建設開始 
 

さらに当地域は各種の自衛隊軍事施設が林立しており、世界でも例をみない商業用原子力施設

とこうした軍事施設が隣り合わせという測り知れないリスクを抱えています。全国に４カ所ある

J/FPS-5 警戒管制レーダーが設置され、主にロシア、北朝鮮の軍事動向の監視にあたっています。

そして昨年来、国家安全保障戦略に基づく大型弾薬庫が全国に先駆けて建設が始まりました。将

来的には６棟の大型弾薬庫が建設されるということです。まさに下北半島の原子力基地はこうし

た全国でも類を見ない別の意味でのリスクを抱えています。こうした中での中間貯蔵施設の操業

開始を認めるわけにはいきません。 
 

そして、この施設への使用済み核燃料の搬入を許さないことが老朽原発を中心とした国内の原

発の再稼働を許さない闘いの勝利への大きな道筋のひとつであることを確信しています。 
 

✽下北の会のホームページ 

http://shimokitanokai.g1.xrea.com/index.html 
 

✽カンパ振込先  ゆうちょ銀行 普通預金 店名：八四八 口座番号：0830170 
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むつ中間貯蔵施設への使用済み核燃料搬入を許さないために 

使用済み燃料搬入反対現地集会 
 

日 時：５月１９日（日）午後１時 

場 所：むつ来さまい館イベントホール（むつ市田名部町 10-1） 

主 催：むつ中間貯蔵・使用済み核燃料搬入反対現地実行委員会 

チラシ http://shimokitanokai.g1.xrea.com/chirashi.pdf 
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